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《
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
①
》 

現
役
の
裁
判
官
が
考
え
る
建
築
の 

瑕
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１ 


 

《
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
②
》 

「
面
材
を
釘
打
ち
し
た
耐
力
壁
」
の 

工
事
は
慎
重
に
！ 

 ･
･
･･
････

２ 


 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ ･･･

･

４ 

 

 

当
会
に
於
い
て
は
、
平
成
２
６
年
第
３

回
研
修
会
に
お
い
て
、
元
裁
判
官
で
あ
る

永
井
崇
志
弁
護
士
の
「
元
裁
判
官
か
ら
み

た
欠
陥
住
宅
訴
訟
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

義
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
講
義
の
最
後
、

永
井
弁
護
士
が
、
最
終
的
に
「
ど
ち
ら
の

主
張
に
合
理
性
が
あ
る
か
に
よ
っ
て
判

断
す
る
。
」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
言
わ

れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
永
井
弁
護
士
の
講
義
は

裁
判
経
験
の
少
な
い
私
に
と
っ
て
は
貴

重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
講
義
の
約
１
年
後
に
裁
判
の
お

手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

裁
判
の
担
当
裁
判
官
が
建
築
瑕
疵
と
、
裁

判
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
考
え

を
書
面
化
し
て
く
れ
ま
し
た
。
誰
に
で
も

解
り
易
く
書
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。 

  

 

Ｎ
裁
判
官
の
瑕
疵
説
明 

第
１ 

建
築
瑕
疵
訴
訟
に
共
通
す
る
一

般
論 ま

ず
、
建
築
瑕
疵
訴
訟
に
共
通
す
る
一

般
論
に
つ
い
て
、
当
裁
判
所
の
考
え
を
以

下
に
記
し
ま
す
。
参
考
文
献
は
、
【
瑕
疵

と
は
何
か
】
及
び
【
主
張
立
証
責
任
】
に

つ
い
て
は
、
山
地
修
「
請
負
人
の
瑕
疵
担

保
責
任
に
お
け
る
瑕
疵
の
概
念
に
つ
い

て
」
（
佐
々
木
茂
美
編
『
民
事
実
務
研
究

１
』
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
２
０
０
５
）
で
あ

り
、
【
補
修
費
用
】
に
つ
い
て
は
、
斉
藤

隆
編
著
『
三
訂
版 

建
築
関
係
訴
訟
の
実

務
』
（
新
日
本
法
規
２
０
１
１
）
で
す
。 

各
当
事
者
は
、
自
分
の
主
張
が
ど
の
一

般
論
に
基
づ
く
も
の
か
を
意
識
し
、
こ
れ

に
則
し
た
形
で
主
張
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

も
ち
ろ
ん
、
以
下
に
記
し
た
考
え
は
確

定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
の
主
張

を
聞
い
て
、
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
で
す
の
で
、
異
論
が
あ
れ
ば
ご
指
摘

く
だ
さ
い
。 

裁
判
所
と
し
て
は
、
一
般
論
に
関
し
て

は
、
な
る
べ
く
共
通
認
識
を
持
っ
た
上
で
、

主
張
整
理
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

【
瑕
疵
と
は
何
か
】 

① 

瑕
疵
と
は
契
約
で
定
め
た
内
容
に
違

反
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

② 

契
約
で
定
め
た
内
容
が
明
確
な
場
合

に
は
、
そ
の
内
容
に
違
反
し
て
い
る

か
を
判
断
す
る
。 

③ 

契
約
で
定
め
た
内
容
が
不
明
確
な
場

合
に
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
合
理
的

に
解
釈
さ
れ
る
契
約
内
容
（
品
質
、

性
能
）
に
違
反
し
て
い
る
か
を
判
断

す
る
。 

④ 

③
に
お
い
て
、
建
築
基
準
法
等
法
令

の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
、
合
理
的
に
解
釈
さ
れ

る
契
約
内
容
で
あ
る
。 

⑤ 

③
に
お
い
て
、
請
負
代
金
、
建
物
の

使
用
目
的
、
社
会
通
念
等
に
照
ら
し
、

通
常
有
す
る
べ
き
品
質
、
性
能
を
満

た
す
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
合
理

的
に
解
釈
さ
れ
る
契
約
内
容
で
あ
る
。 

 

※ 

建
築
業
界
に
お
い
て
通
用
し
て
い
る

標
準
的
施
工
方
法
等
は
、
上
記
「
社

会
通
念
等
」
の
一
部
と
し
て
参
酌
す

る
。
標
準
的
施
工
方
法
に
違
反
し
て

い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
違
反

に
な
る
と
ま
で
は
、
一
般
的
に
い
え

ず
、
個
別
に
判
断
す
る
。 
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⑥ 

②
に
お
い
て
、
契
約
で
定
め
た
内
容

と
の
不
一
致
が
ご
く
軽
微
で
あ
り
、 

価
値
や
機
能
、
美
観
等
に
影
響
を
与

え
ず
、
ま
た
、
特
に
注
文
者
が
要
し 

た
点
に
も
反
す
る
こ
と
が
な
い
場
合

は
瑕
疵
に
は
当
た
ら
な
い
。 

※ 

「
ご
く
軽
微
」
の
ご
く
は
不
要
と
の

意
見
が
あ
り
、
検
討
を
要
す
る
。 

⑦ 

②
に
お
い
て
、
形
式
的
に
は
契
約
で 

定
め
た
内
容
に
反
し
て
い
て
も
、
当

事
者
間
で
予
め
了
解
さ
れ
て
い
た

範
囲
内
の
変
更
と
い
え
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
実
質
的
に
は
契
約
で
定

め
た
内
容
に
反
す
る
と
は
い
え
な

い
の
で
、
瑕
疵
に
は
当
た
ら
な
い
。 

 

【
補
修
費
用
】 

⑧ 

瑕
疵
の
修
補
の
た
め
に
現
実
に
必

要
か
つ
適
正
な
範
囲
で
認
め
ら
れ

る
。 

⑨ 

⑧
は
、
請
負
契
約
の
当
事
者
が
そ
の

契
約
に
お
い
て
予
定
し
た
工
事
内

容
と
同
程
度
に
達
す
る
よ
う
な
補

修
を
い
う
の
で
あ
り
、
そ
の
程
度
を

超
え
て
行
わ
れ
る
修
補
の
費
用
は

損
害
の
範
囲
に
は
含
ま
れ
な
い
。 

⑩ 

⑧
に
お
い
て
、
同
じ
目
的
を
達
す
る

た
め
に
、
い
く
つ
か
の
工
事
方
法
を

採
り
得
る
場
合
に
は
、
注
文
者
は
最

も
安
価
な
工
事
費
用
額
の
限
度
で

損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

⑪ 

瑕
疵
が
重
要
で
は
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
補
修
が
過
分
の
費
用

を
要
す
る
と
き
は
、
民
法
６
３
４
条

１
項
た
だ
し
書
き
の
趣
旨
か
ら
し

て
、
過
分
の
費
用
を
要
す
る
修
補
の

費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
を
請
求

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
瑕
疵
が
あ
る
た
め
に

生
じ
た
交
換
価
値
の
低
下
に
相
当

す
る
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

⑫ 

瑕
疵
が
重
要
で
あ
れ
ば
、
そ
の
修
補

が
過
分
の
費
用
を
要
す
る
と
き
で

も
、
そ
の
費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

⑬ 

⑪
、
⑫
に
お
い
て
、
瑕
疵
が
重
要
か

否
か
は
、
請
負
契
約
の
目
的
、
瑕
疵

の
性
質
・
内
容
、
建
築
物
の
種
類
・

構
造
、
使
用
価
値
又
は
交
換
価
値
が

損
な
わ
れ
る
程
度
等
の
客
観
的
事

情
を
総
合
し
て
判
断
す
る
。 

 

【
主
張
立
証
責
任
】 

完
成
さ
れ
た
仕
事
が
契
約
で
定
め
た 

内
容
に
反
す
る
こ
と
は
、
瑕
疵
を
主
張
す

る
者
に
主
張
立
証
責
任
が
あ
る
。 

契
約
で
定
め
た
内
容
に
反
す
る
か
否

か
は
、
契
約
で
定
め
た
内
容
さ
え
特
定
さ

れ
れ
ば
、
あ
と
は
形
式
的
に
判
断
で
き
る

の
が
通
常
で
あ
る
。
た
だ
し
、
瑕
疵
を
争

う
も
の
が
⑥
を
主
張
す
る
場
合
、
瑕
疵
に

当
た
る
か
否
か
は
実
質
的
判
断
に
な
る
。 

 
 

そ
の
よ
う
な
場
合
、
瑕
疵
で
あ
る
こ
と

に
結
び
つ
く
評
価
根
拠
事
実
に
つ
い
て

は
瑕
疵
を
主
張
す
る
者
が
、
瑕
疵
で
は
な

い
こ
と
に
結
び
つ
く
評
価
障
害
事
実
に

つ
い
て
は
瑕
疵
を
争
う
者
に
主
張
立
証

責
任
が
あ
る
。 

同
様
に
、
⑪
や
⑫
に
お
い
て
は
、
瑕
疵

が
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
実
質
的
判
断

に
な
る
た
め
、
瑕
疵
が
重
要
で
あ
る
こ
と

に
結
び
つ
く
評
価
根
拠
事
実
に
つ
い
て

は
、
瑕
疵
を
主
張
す
る
者
が
、
瑕
疵
が
重

要
で
は
な
い
こ
と
に
結
び
つ
く
評
価
障

害
事
実
に
つ
い
て
は
、
瑕
疵
を
争
う
者
に

主
張
立
証
責
任
が
あ
る
。 

   
 
 
 
 

 

 

木
造
住
宅
は
、
「
柱
」
が
太
い
か
ら
と

い
っ
て
耐
震
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
ず
、
《
横
か
ら
の
力
＝
水
平
荷
重

（
地
震
力
・
風
圧
力
）
》
を
「
柱
」
だ
け

で
は
支
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
《
横

か
ら
の
力=

水
平
荷
重
（
地
震
力
・
風
圧

力
）
》
と
は
、
地
震
の
揺
れ
や
台
風
な
ど

の
強
い
横
風
な
ど
の
力
で
、
こ
れ
ら
の
力

に
抵
抗
す
る
壁
（
耐
力
壁
）
を
設
置
す
る

よ
う
、
建
築
基
準
法
に
お
い
て
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
面
積
・
階
数

が
大
き
い
建
築
物
や
、
重
い
建
築
物
ほ
ど

多
く
の
「
耐
力
壁
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
地
震
の
揺
れ
な
ど
に
よ
り
建
築

物
が
ね
じ
れ
て
倒
壊
し
な
い
よ
う
に
、

「
耐
力
壁
」
は
建
築
物
の
片
側
に
偏
る
こ

と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

「
耐
力
壁
」
の
種
類
に
は
、
「
筋
か
い
」

と
「
面
材
を
釘
打
ち
し
た
壁
」
（
「
面
材

耐
力
壁
」
）
が
あ
り
、
「
耐
力
壁
」
の
強

度
を
表
す
数
値
を
「
壁
倍
率
」
と
呼
び
、

《
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
②
》 

「
面
材
を
釘
打
ち
し
た
耐
力
壁
」
の

工
事
は
慎
重
に
！ 

文

責 

大

阪
府 
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こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
強
度
が
高
く
、
大

き
な
水
平
荷
重
（
地
震
力
・
風
圧
力
）
に

耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「
耐
力
壁
」
と
し
て
の
「
面
材
を
釘
打

ち
し
た
壁
」
（
「
面
材
耐
力
壁
」
）
を
つ

く
る
材
料
と
釘
打
ち
の
方
法
は
、
国
土
交

通
省
告
示
第
１
１
０
０
号
（
「
枠
組
壁
工

法
」
の
場
合
は
告
示
第
１
５
４
１
号
）
に

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
土
交
通
大
臣

が
同
等
以
上
の
耐
力
を
有
す
る
と
認
め

た
「
面
材
を
釘
打
ち
し
た
壁
」
（
「
面
材

耐
力
壁
」
）
も
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、
告
示
が
改

正
さ
れ
、
「
構
造
用
合
板
」
を
使
用
し
た

高
い
「
壁
倍
率
」
（
「
軸
組
工
法
」
：
３
．

７
倍
、
３
．
３
倍/

枠
組
壁
工
法
：
４
．

８
倍
～
３
．
７
倍
）
の
仕
様
も
追
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
資
料-

１
）(

資
料-

２) 

国
土
交
通
省
告
示
第
１
１
０
０
号
に

規
定
す
る
材
料
と
し
て
は
、
【
構
造
用
合

板
】
【
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
】
【
せ
っ

こ
う
ボ
ー
ド
】
な
ど
が
あ
り
、
国
土
交
通

大
臣
が
同
等
以
上
の
耐
力
を
有
す
る
と

認
め
た
建
材
と
し
て
は
、
【
ダ
イ
ラ
イ
ト

Ｍ
Ｓ
】
や
【
構
造
用
合
板
を
用
い
た
高
倍

率
施
工
法
】
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

最
近
、
新
築
の
木
造
住
宅
に
お
い
て
、

「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
く
『
耐
震
等
級
２
』（
建

築
基
準
法
が
規
定
す
る
１
．
２
５
倍
の
地

震
力
に
対
し
て
損
傷
お
よ
び
倒
壊
し
な

い
程
度
）
や
『
耐
震
等
級
３
』
（
建
築
基

準
法
が
規
定
す
る
１
．
５
倍
の
地
震
力
に

対
し
て
損
傷
お
よ
び
倒
壊
し
な
い
程
度
）

が
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
、
「
耐
力

壁
」
と
し
て
高
い
「
壁
倍
率
」
を
有
す
る

「
面
材
を
釘
打
ち
し
た
壁
」
（
「
面
材
耐

力
壁
」
）
が
多
く
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

「
耐
力
壁
」
と
し
て
の
「
面
材
を
釘
打

ち
し
た
壁
」
（
「
面
材
耐
力
壁
」
）
は
、

高
い
「
壁
倍
率
」
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
「
外
壁
や
間
仕
切
壁
の
下
地
と
兼
用

で
き
る
」
「
断
熱
材
設
置
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
合
理

的
な
工
法
で
も
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
合
理
的
な
工
法
で
あ
る
「
耐

力
壁
」
と
し
て
の
「
面
材
を
釘
打
ち
し
た

壁
」
（
「
面
材
耐
力
壁
」
）
を
使
用
す
る

場
合
、
「
面
材
」
の
「
厚
さ
」
や
「
く
ぎ

打
ち
」
（
く
ぎ
の
種
類/

く
ぎ
打
ち
間
隔
）

が
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
告

示
や
認
定
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
壁
倍

率
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
慎
重
な
施

工
と
確
実
な
施
工
管
理
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
資
料-

１
）(

資
料

-

２) 

  

（
資
料-

１
） 

 

    

(

資
料-

２) 

 
 

 

な
ぜ
な
ら
ば
、
「
耐
力
壁
」
と
し
て
の

「
面
材
を
釘
打
ち
し
た
壁
」
（
「
面
材
耐

力
壁
」
）
は
、
「
外
壁
や
間
仕
切
壁
の
下

地
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
々
の
「
仕
上

げ
材
」
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
完
成
後
は
容

易
に
「
面
材
」
の
「
材
質
」
「
厚
さ
」
「
く

ぎ
打
ち
」
（
く
ぎ
の
種
類/

く
ぎ
打
ち
間
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隔
）
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
か
ら
で
す
。 

「
耐
力
壁
」
と
し
て
の
「
面
材
を
釘
打

ち
し
た
壁
」
（
「
面
材
耐
力
壁
」
）
に
施

工
不
良
が
あ
る
と
し
て
、
訴
訟
に
至
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

裁
判
所
は
、
釘
打
ち
間
隔
の
不
良
な
ど

の
施
工
不
良
が
何
ヶ
所
か
目
視
で
確
認

で
き
、
全
域
に
わ
た
り
施
工
不
良
が
推
認

さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
『
施
工
不
良

の
場
所
の
特
定
（
証
明
）
が
必
要
。
』
『
く

ぎ
打
ち
の
間
隔
が
規
定
よ
り
広
い
場
合

も
、
必
要
な
本
数
が
打
っ
て
あ
れ
ば
良
い

の
で
は
。
』
…
等
々
の
見
解
を
示
し
、
何

年
間
も
解
決
し
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。 

「
耐
力
壁
」
と
し
て
の
「
面
材
を
釘 

 
 

打
ち
し
た
壁
」
（
「
面
材
耐
力
壁
」
）
を

採
用
す
る
場
合
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、

慎
重
な
施
工
や
施
工
管
理
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

□
事
務
局
夏
期
休
暇
の
お
知
ら
せ 

８
月
10
日
（
土
）
～
18
日
（
日
）、
事

務
局
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

 

   

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

梅
雨
明
け
と
と
も
に
蝉
の
声
が
せ
わ

し
な
く
、
も
う
８
月
に
入
り
ま
す
。
今
年

も
す
で
に
半
分
以
上
が
過
ぎ
て
し
ま
い
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
ま
で
１

年
を
切
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
〝
光
陰
矢
の

如
し
〟
で
す
。
「
光
」
は
日
、
「
陰
」
は

月
の
意
味
で
、
「
光
陰
」
は
月
日
や
時
間

を
表
す
と
い
い
、
〝
光
陰
矢
の
如
し
〟
に

は
、
【
月
日
の
経
つ
の
は
あ
っ
と
い
う
間

で
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
い
か
ら
、
無
為
に

送
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
戒
め
】
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
「
人
生
百
年
時
代
」
の

到
来
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
人
間
に
と
っ
て

の
百
年
と
い
う
年
月
は
、
瞬
時
に
過
ぎ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。 

 
 

現
代
社
会
に
も
通
じ
る
武
家
社
会
の

格
差
の
問
題
に
鋭
く
切
り
込
ん
だ
「
福
沢

諭
吉
」
の
『
旧
藩
情
』
の
中
に
も
「
光
陰

矢
の
如
く
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
、
鎌

倉
時
代
初
期
に
起
き
た
曽
我
兄
弟
の
仇

討
ち
を
題
材
に
し
た
軍
記
物
語
で
あ
る

『
曽
我
物
語
』
や
、
江
戸
時
代
前
期
～
中

期
に
生
ま
れ
た
小
説
の
一
種
で
あ
る
『
浮

世
草
子
』
の
中
に
も
、
〝
光
陰
矢
の
如
し

〟
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。 

 
 

今
も
昔
も
、
人
間
の
暮
ら
し
方
や
感
じ

方
に
は
変
わ
り
は
な
い
よ
う
で
す
。 

組
織
的
な
「
型
式
認
定
違
反
」
「
施
工

不
備
」
な
ど
、
建
築
に
関
す
る
問
題
の
発

覚
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
時
間

を
有
意
義
に
使
い
、
良
質
な
建
築
物
の
創

造
や
維
持
に
寄
与
し
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｔ
・
Ｔ
） 

 

無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイトの 

「相談員名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６８０５-３７４１ / FAX：0３-６８０５-３７１９ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

会の活動にご協力ください！ 

 

●会員の種類      ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

../../taokanote21/AppData/Local/Microsoft/Windows/Temporary%20Internet%20Files/Content.IE5/DSE97RNO/相談員名簿

